
質
問
一

自
治
基
本
条
例
と
市
民
基
本

条
例
の
違
い
に
つ
い
て
。

二

市
民
基
本
条
例
を
制
定
す
る
目
的

と
期
待
す
る
効
果
に
つ
い
て
。

三

作
成
へ
の
思
い
は
。
ま
た
、
関
連

す
る
条
例
の
整
備
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

自
治
基
本
条
例
と

市
民
基
本
条
例
の
間
に
特
別
な
違
い
は

想
定
し
て
い
な
い
。
市
民
の
市
民
に
よ

る
市
民
の
た
め
の
鶴
ヶ
島
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
市
民
自
ら
の
手
で
自
治
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
と
の
思
い
か
ら
市
民
基
本
条

例
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
今
後

市
民
と
協
議
を
重
ね
、
鶴
ヶ
島
ら
し
い

条
例
名
と
し
た
い
。

二

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
経
て
、

意
思
決
定
と
な
る
市
民
基
本
条
例
の
制

定
と
い
う
視
点
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
。

災
害
発
生
時
に
は
地
域
の
力
、
住
民
間

の
連
携
、
支
え
合
い
が
初
動
に
お
い
て

は
欠
か
せ
な
い
。
す
ぐ
に
は
国
や
県
の

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
自
ら
即

断
、
即
決
し
て
行
動
し
て
い
く
根
拠
と

な
る
と
理
解
し
て
い
る
。

三

移
動
市
長
室
や
広
聴
会
等
で
市
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
鶴
ヶ
島
に
関
わ

る
多
く
の
人
達
が
自
分
た
ち
の
条
例
だ

と
思
え
る
よ
う
に
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

土
地
開
発
公
社
の
土
地
購
入
に
つ

い
て
白
書
の
策
定
を

二

こ
こ
ろ
の
体
温
計
の
導
入
を

と

す

佐
賀
県
鳥
栖
市
で
は
、
学
校
給
食
で

選
択
制
弁
当
方
式
を
導
入
し
て
い
る
。

質
問
一

埼
玉
県
下
で
の
学
校
給
食
の

選
択
制
導
入
状
況
に
つ
い
て
。

二

東
京
都
に
お
け
る
学
校
給
食
の
選

択
制
導
入
状
況
に
つ
い
て
。

三

給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
施
設
の
規
模

の
変
動
幅
に
つ
い
て
。

四

学
校
給
食
の
選
択
制
導
入
は
。

五

弁
当
の
日
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

六

弁
当
に
よ
る
子
ど
も
と
親
の
絆
は
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

学
校
給
食

は
食
事
内
容
に
よ
り
、
パ
ン
や
ご
は
ん

等
と
ミ
ル
ク
及
び
お
か
ず
を
提
供
す
る

完
全
給
食
、
ミ
ル
ク
や
お
か
ず
等
の
補

食
給
食
、
ミ
ル
ク
の
み
の
ミ
ル
ク
給
食

に
区
分
さ
れ
、
県
下
で
は
、
ほ
ぼ
１
０

０
㌫
完
全
給
食
を
実
施
し
て
い
る
。

二

八
王
子
市
、
立
川
市
、
町
田
市
等

６
市
の
中
学
で
そ
れ
ま
で
弁
当
持
参
だ

っ
た
も
の
が
、
外
部
委
託
方
式
で
の
給

食
と
弁
当
と
の
選
択
制
に
な
っ
て
い
る
。

三

平
成
２５
年
度
頃
の
６
５
０
０
食
を

ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
と
推
定
す
る
。

四

本
市
で
は
完
全
給
食
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
鳥
栖
市
の
よ
う
な
選
択
給
食

制
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

五

学
校
行
事
で
弁
当
を
持
参
す
る
際
、

弁
当
作
り
に
子
ど
も
が
関
わ
れ
る
よ
う

に
働
き
か
け
た
い
。

六

親
子
で
の
弁
当
作
り
は
、
絆
を
深

め
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

市
民
自
ら
の
手
で
ル
ー
ル
を
定
め
る

山
中

基
充

議
員

出雲敏太郎 議員

学校給食の選択制等について

鶴ヶ島市では、完全給食を実施

市役所で開催された自治基本条例講演会

おいしいよ！給食！

つるがしま市議会だより第１５８号 〔１２〕


